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　１０月１３日（金）、府田辺警察署と綴喜防犯推進委員連絡協議会は、井手小学校周辺

で地域安全パレードを行いました。これは、１０月１１日（水）から２０日（金）までの

間、「みんなでつくろう安心の街」をスローガンに行われた全国地域安全運動の一環。

　綴喜地域では、自主防犯意識の高揚を図るため毎年パレードが行われています。

　今年は、「子ども見守り隊」を発足し、町をあげて子どもと地域の安全に取り組ん

でいる本町で開催されました。

　パレードには下校途中の小学生、子ども見守り隊、青少年を育てる会、綴喜地区

更生保護女性会が参加。他にも同志社大学應援團やチアガール部、府警から平安騎

馬隊も参加し、華をそえました。

広報

安全なまちを目指して
地域安全パレード開催
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滑
１０月１３日（金）、玉水区の浅井シゲコさんから『泉ヶ丘中学
校の設備充実に役立ててください』と町教育委員会に寄付が
ありました。
当日は、浅井さんがご高齢のためご親戚の辻本直子さんが町
教育委員会を訪問、木下教育長へ寄付金を手渡されました。
町教育委員会では、この善意の寄付金を泉ヶ丘中学校の備品
購入に役立たせていただくことにしました。

 葛
１０月１６日（月）、多賀保育園の園児が西部区の木田昭徳
さんの畑で、１７日（火）には井手小学校１・２年生、
玉川保育園の児童・園児らが上井手地区内の畑で井手
地区老人クラブとサツマイモの収穫を行いました。
園児や児童たちは、それぞれバケツとスコップを持っ
て、早速イモ掘りを開始。丸々と太ったサツマイモを
掘るのに悪戦苦闘しながらも、大きなイモが出てくる
と大喜びしていました。この日収穫されたサツマイモ
は、それぞれの学校や保育園で給食やおやつの時間に
振る舞われました。

滑
１０月５日（木）多賀小学校の３・４年生４８人が総合的な学習の時間
に、府道上狛城陽線（多賀バイパス）の南谷川にかかる予定の橋の
名前を考える授業を行いました。
当日は、府山城北土木事務所の職員がスライドでいろいろな橋の説
明を行い、その後１１グループに分かれて検討し、発表を行いました。
発表された橋の名前は町で検討して京都府へ送付予定。

 葛
１０月２１日（土）、井手共同作業所（乾喜代子所長＝６人）では、住民
に作業所の存在と役割を広く知ってもらおうと『作業所まつり』を玉
水公園で行い、多くの人でにぎわいました。
会場では、町社会福祉協議会や町障害児（者）父母の会をはじめ、町
商工会、町身体障害者協会、民生児童委員、また一般からのボランテ
ィアらが協力し、各種模擬店自主製品の販売などの運営をサポートし
ました。
午後から行われたアトラクションでは井手小学校の児童も参加し、玉
入れやおかし取り競争などが行われ、大変盛り上がりました。
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滑
１０月１３日（金）、山吹ふれあいセンターで井手町国民保護協議会が開
かれました。
これは、井手町域に係る国民の保護のための措置に関する施策を推
進するためのもの。
協議会は、汐見町長を会長に、国土交通省、自衛隊、京都府、消防
署井手分署、町議会、町内の各種団体・電気通信事業者等で構成。
来年３月までに国民保護計画を策定し、住民のみなさんへお知らせ
する予定です。

井手町体育協会（奥田武彦会長）主催の「第３５回町
民体育大会」が、１０月１日（日）泉ヶ丘中学校グラ
ウンドで行われました。大会では、恒例の１００ｍ走
やコース途中に用意された食べ物を食べきってゴー
ルする「食べ物がいっぱい」、京都ギネスに挑戦の種
目「リレーボール」など多彩な種目で競われました。
降雨のため、残念ながら午後からの種目は中止とな
りました。

意見募集の趣旨／
　「国民保護計画」とは、我が国に対する外部からの武力攻撃や大規
模なテロ等が発生した場合に、「国民の生命、身体、財産」を保護し、
国民生活や国民経済に及ぼす影響が最小となるよう、国や府、市町
村などの役割を定めるものです。
　京都府の国民保護計画が今年１月に策定され、これを受けて井手
町でも現在、国民保護計画の策定を進めています。
　この度、素案がまとまりましたので、広く住民の皆さんからご意
見を募集するものです。
素案の内容／
　計画（素案）文書は、役場総務課及び図書館で閲覧できます。
意見等の募集期限／
　１１月２０日（月）必着

意見等の提出方法／
　任意の用紙等に「井手町国民保護計画（素案）」と記載のうえ、
住所及び氏名を明記し、次のいずれかの方法によりご提出下さい
（電話でのご意見は受付しませんので、ご了承下さい）。
　１　直接持参　役場総務課
　　　月曜日～金曜日　午前８時半～午後５時半
　２　郵送　〒６１０‐０３０２　井手町大字井手小字南玉水６７
　　　　　　　　　　　　 井手町役場　総務課
　３　ファックス　８２‐５０５５
　４　Ｅメール　　info@town.ide.kyoto.jp
意見に対する回答／
　受付したご意見等につきましては、井手町国民保護計画の策定に
当たり参考とさせていただくとともに、ご意見に対する井手町の考
え方を整理し公表させていただきます（個別に回答はいたしませ
ん）。
　なお、ご提出いただいた原稿等はお返し致しません。
＊お問い合せは、総務課（℡８２‐２００１）まで

井手町国民保護計画（素案）
に対するご意見をお寄せください
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ハローワーク田辺
京田辺市田辺中央2-1-13

会議室にて

事前申込は不要です
お気軽にご参加ください

　＊お問い合わせは
　　ハローワーク田辺
　　（緯65－8609）まで

＊セミナーのご案内
コツをつかんで自分自身の棚卸

「履歴書・職務経歴書の書き方」
ビデオセミナー

11月17日（金） 10:00～10:50
12月1日（金） 10:00～10:50

12月8日（金） 10:00～10:50

早期再就職のメリットと
心構えについてお話します

「早期再就職支援セミナー」
11月16日（木） 15:30～16:30
12月7日（木） 15:30～16:30

　井手町保健センターでは住民の方々の健康づくりを応援するために京都府山城北保健所と平成１７年２月に住民向
けアンケート調査（健康づくり生活習慣状況調査）を行い、多くの住民の皆様に御協力をいただきました（回答く
ださった方８３５人）。今回、調査結果について簡単に報告をさせていただきます。
　この結果と他の調査を基に分析・検討した内容については、「井手町健康増進計画」として住民の皆様にお知らせ
する予定です。

健康づくりの生活習慣は？
 「健康に自信がある！」人は５０％

アンケートに御協力いただいた住民の皆様に感謝いたします。ありがとうございました。

井手町住民の

結結
　
果果

 肥　　満 毅３５～４４歳男性の３９.５％が肥満、すべてのライフスタイルにおいて男性の方が女性の数倍肥満が多い。
 た ば こ 毅喫煙率は、女性が国平均よりやや高めでした。
  毅吸い始めの時期では、２０歳未満の若いうちから始める方が目立ちました。
 飲酒習慣 毅「きょうと健やか２１」の定義：週に３日以上かつ１回１合以上飲む人
 運　　動 毅運動習慣は半数の方がありました。その運動量は少なく「運動不足」が目立ちました。
 食 生 活 毅野菜１日の摂取量の目標値（３５０g）クリアは３.３％のみで町民のみなさんかなりの野菜不足でした。
  毅男性壮年期の半数が、濃い味付けが好みでした。
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　「地方公共団体における職員給与等の公表について」に基づいて、井手町では平成１０年度から町職員の給与
の実態について公表しています。なお、ここでお知らせする給与等は、税金や各種保険料を差し引く前の金
額で、いわゆる「手取り額」ではありません。お問い合わせは、総務課（℡８２－２００１）まで。

１　総括

（２）職員給与費の状況（普通会計予算）
一人当たり給与費
　　　　　Ｂ／Ａ　

給　　　　　　与　　　　　　費職員数
　　Ａ区　分 　　計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料

６,１６５千円６８４,３４６千円１８２,９３７千円４２,９８７千円４５８,４２２千円１１１人平成１８年度

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　給与費は当初予算に計上された額で

ある。

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
（１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成１８年４月１日現在）

（注）１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数である。

　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純
平均したものである。

①一般行政職
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
３８７,１２６円３４６,６３８円４５.１歳井手町 ３７２,５０９円
３８１,２１２円３２８,４７７円４０.４歳国

（注）１　「平均給料月額」とは、平成１８年４月１日現在における各職種ごとの職員の基
本給の平均である。

　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住
居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものである。このう
ち、上段はこれら全ての諸手当込みのものであり、地方公務員給与実態調査
において明らかにされているものである。また、下段は国家公務員の平均給
与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことか
ら、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （平成１８年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　分
３６９,３００円３１４,０００円２７１,５００円大学卒一般行政職 ３１６,６００円２７６,８００円２３４,１００円高校卒
－３００,４００円２４２,８００円高校卒技能労務職 －－－中学卒

３　一般行政職の級別職員数等の状況
（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成１８年４月１日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区分

４.０％３人
１　定型的な業務を行う主事、技師、保育士若しくは保健師の
職務又はこれに準じる職務

２　主事補、技師補又はこれに準じる職務
１級

２９.７％２２人専門的知識又は技術若しくは経験を必要とする業務を行う主
事、技師、保育士若しくは保健師の職務又はこれに準じる職務２級

２８.４％２１人係長、主任又は主査の職務３級
１２.２％９人課長補佐又は園長補佐の職務４級
１３.５％１０人課長、館長、園長又は所長の職務５級
１２.２％９人部長、室長、局長又は次長等の職務６級

（注）１　井手町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）　平成１８年４月１日より給与構造改革により３級と４級を係
長級として統合し、５級を４級、６級を５級、７級を６級と
した。

（２）昇給期間短縮の状況
全職種区　　　　　分
７６人職員数　Ａ

平成１８年度 １人普通昇給期間（１２～２４月）を短縮して昇給した職員数　Ｂ
１.３％比　率　Ｂ／Ａ
７６人職員数　Ａ

平成１７年度 ２人普通昇給期間（１２～２４月）を短縮して昇給した職員数　Ｂ
２.６％比　率　Ｂ／Ａ

全国町村平均類似団体平均井手町年　度
９３.７９２.２ ９５.７平成１７年度
９６.２９５.１１００.９平成１２年度

（２）職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在）

（１）人件費の状況（普通会計決算）

国井手町区　　分 ２年後の給料初任給２年後の給料初任給
１７８,６００円１７０,２００円１８５,６００円１７６,８００円大学卒一般行政職 １４４,１００円１３８,４００円１５５,３００円１４８,０００円高校卒
－－１５５,３００円１４８,０００円高校卒技能労務職 －－－－中学卒

（参考）
平成１６年度の人件費率

人件費率
　Ｂ／Ａ

人　件　費
　　　　　Ｂ　実質収支歳　出　額

　　　　　Ａ　
住民基本台帳人口
（平成１７年度末）区　分

３０.７％２８.７％１,０３９,０３５千円１２４,４３１千円３,６１２,６６３千円８,６１５人平成１７年度

②技能労務職
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
３８１,８７５円３６６,６６３円５１.６歳井手町 ３８１,５２５円
３５５,８３３円３４２,３００円４６.９歳うち

清掃職員 ３５５,８３３円
４４７,９００円４１０,９００円５５.８歳うち

学校給食員 ４４７,９００円
３６３,７６６円３６１,５００円５３.３歳うち

その他技能労務職 ３６２,８３３円
３１８,５９５円２８６,５００円４８.４歳国
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４　職員の手当の状況
（１）期末手当・勤勉手当

国井　　　手　　　町
―１人当たり平均支給額（平成１７年度） １,８４５　千円

（平成１７年度支給割合） 期末手当　　　勤勉手当
 　　 ３.０ 　月分　　　 １.４５ 　月分
 　（　１.６　）月分　　（　０.７５　）月分

（平成１７年度支給割合）　　期末手当　　　勤勉手当
 　　３.０　月分　　１.４５　月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算　　　５～２０％
毅管理職加算　　１０～２５％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
毅役職加算　　　　５～１５％

（注）　（　）内は、再任用職員に係る
支給割合である。

（３）地域手当［調整手当］（平成１８年４月１日現在）
２３,７７１千円支給実績（平成１７年度決算）
２１６,１０２円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
勤務地域により支給率は異なるが、平成
２２年度制度完成時で最高支給割合１８％。－　人０　％井手町

（注）　平成１８年４月１日より調整手当は廃止された。

（２）退職手当（平成１８年４月１日現在）
国井　　手　　町

（支給率）　　　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０　月分　３０.５５　月分
勤続２５年 ３３.５０　月分　４１.３４　月分
勤続３５年 ４７.５０　月分　５９.２８　月分
最高限度額 ５９.２８　月分　５９.２８　月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　（２～２０％加算）

（支給率）　　　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続２０年 ２３.５０　月分　３０.５５　月分
勤続２５年 ３３.５０　月分　４１.３４　月分
勤続３５年 ４７.５０　月分　５９.２８　月分
最高限度額 ５９.２８　月分　５９.２８　月分

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　　（２～２０％加算）

１人当たり平均支給額　－　千円　２２,５４１　千円

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額
は、前年度に退職した全職種に係る職
員に支給された平均額である。

（４）特殊勤務手当（平成１８年４月１日現在）
－　千円支給実績（平成１７年度決算）
－　円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）
－　％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１７年度）

２種類手当の種類（手当数）
左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

１日につき５００円感染症の防疫作業感染症防疫作業従事職員感染症の防疫作業に従事
する職員の特殊勤務手当

１体につき１０,０００円死体処理死体処理従事職員死体処理に従事する職員
の特殊勤務手当

（５）時間外勤務手当
１１,４３６千円支給実績（平成１７年度決算）

１０４千円支給職員１人当たり平均支給年額
（平成１７年度決算）

１６,６１４千円支給実績（平成１６年度決算）

１４８千円支給職員１人当たり平均支給年額
（平成１６年度決算）

（６）その他の手当（平成１８年４月１日現在）
支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成１７年度決算）

支給実績
（平成１７年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度と
の異同内容及び支給単価手当名

２５３,８３９円１４,２１５千円同じ

扶養親族である配偶者 １３,０００円
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目の子等 ６,５００円
配偶者以外の扶養親族　２人目までは、１人につき ６,０００円
配偶者がいない場合、そのうち１人については 　１１,０００円
３人目以降、１人につき ５,０００円
１６歳から２２歳までの子 ５,０００円加算

扶養手当

１７３,９５０円１,７４０千円同じ

職員が世帯主でその所有に係る住宅で新築または購入した住宅は、その日か
ら起算して５年間 　２,５００円
家賃支払いの職員　毅月額２３,０００円以下の家賃　家賃額－１２,０００円＝支給額
　　　　　　　　　毅月額２３,０００円を超える家賃
　　　　　　　　　 （家賃額－２３,０００円）×１/２＝①　　１６,０００円＝②
　　　　　　　　　 （①、②のうち額が少ない方）＋１１,０００円＝支給額
　　　　　　　　　 （最高２７,０００円）

住居手当

９０,７３５円４,９９０千円同じ

交通機関を利用する職員
運賃相当額が５５,０００円までの者 　全額支給
片道２㎞未満 支給なし
自動車等の利用者　通勤距離片道　２㎞以上５㎞未満 　２,０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　５㎞以上１０㎞未満 　４,１００円
　　　　　　　　　　　　　　　　１０㎞以上１５㎞未満 　６,５００円
　　　　　　　　　　　　　　　　１５㎞以上２０㎞未満 　８,９００円
　　　　　　　　　　　　　　　　２０㎞以上２５㎞未満 　１１,３００円
　　　　　　　　　　　　　　　　２５㎞以上３０㎞未満 　１３,７００円
　　　　　　　　　　　　　　　　３０㎞以上３５㎞未満 　１６,１００円
　　　　　　　　　　　　　　　　３５㎞以上４０㎞未満 　１８,５００円
　　　　　　　　　　　　　　　　４０㎞以上４５㎞未満 ２０,９００円
　　　　　　　　　　　　　　　　４５㎞以上５０㎞未満　 ２１,８００円
　　　　　　　　　　　　　　　　５０㎞以上５５㎞未満　 ２２,７００円
　　　　　　　　　　　　　　　　５５㎞以上６０㎞未満　 ２３,６００円
　　　　　　　　　　　　　　　　６０㎞以上 　２４,５００円

通勤手当

３４３,６３６円７,５６０千円

月額５,０００円。ただし、町長が必要と認める時は、本俸の１００分の２０以内を支給
することができる。
部長、室長、局長、次長等 　３５,０００円
課長、館長、園長、所長 　２５,０００円

管理職
手当
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５　特別職の報酬等の状況
 （平成１８年４月１日現在）

給料月額等区　分
７３０,０００　円
６００,０００　円
５７０,０００　円

町　長
助　役
収入役

２９０,０００　円
２２０,０００　円
２００,０００　円

議　長
副議長
議　員

報
酬

（平成１７年度支給割合）
３.００　月分

町　長
助　役
収入役期

末
手
当 （平成１７年度支給割合）

３.３５　月分
議　長
副議長
議　員

（算定方式）　　　　　　　　　　 （支給時期） 
給料月額×５３０／１００×在職年数　　任期ごと
給料月額×３１５／１００×在職年数　　任期ごと
給料月額×２７０／１００×在職年数　　任期ごと

町　長
助　役
収入役

退
職
手
当

６　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職員数（人） 区分
部門 平成１８年平成１７年

０２２議　会

一
般
行
政
部
門

人事交流による増員１２３２２総　務
人事交流による減員、退職不補充▲２６８税　務
子育て支援策として増員１３９３８民　生
介護事業の新規業務による減員▲１９１０衛　生

０４４農　林
０１１商　工
０７７土　木
▲１９１９２小　計

退職不補充▲１１２１３教　育特
別
行

政
部
門 ▲１１２１３小　計

退職不補充▲１５６水　道公
営
企
業
等

会
計
部
門

０６６下水道
介護事業の新規業務による増員２８６国保等

１１９１８小　計
▲１
［０］

１２２
［１５７］

１２３
［１５７］合　　計

（注）１　職員数は一般職に属する職員数であり、特別職（町長・助役・収入役）
および嘱託・臨時・非常勤職員は含まれていません。

　　　２　［　　］内は、条例定数の合計である。

（２）年齢別職員構成の状況（平成１８年４月１日現在）
計６０歳以上５６歳～

　５９歳
５２歳～
　５５歳

４８歳～
　５１歳

４４歳～
　４７歳

４０歳～
　４３歳

３６歳～
　３９歳

３２歳～
　３５歳

２８歳～
　３１歳

２４歳～
　２７歳

２０歳～
　２３歳２０歳未満区　分

１２２人１人２３人２４人２１人５人７人９人１１人１３人５人３人０人職員数

（３）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
①定員適正化目標（数・率）

数値目標計画期間
終　期始　期

▲３人（縮減率２.４％）平成２２年４月１日平成１７年４月１日

②平成２２年４月１日現在における定員の数値目標

職員数　１２０人

（注）計画期間は、１８年～２２年の５年間である。

③定員適正化計画の年次別進捗状況の概要
 （各年４月１日現在）

平成１９年
２年目

平成１８年
１年目

平成１７年
計画前年

 区　　分
部　　門 

２４減員

一般行政 １４増員
▲１０差引
９１９２９２職員数

（参考）　（各年４月１日現在）
平成１９年
２年目

平成１８年
１年目

平成１７年
計画前年

 区　　分
部　　門 

１１減員

特別行政
１１増員
００差引
１３１３１３職員数
０１減員

公営企業
等会計

００増員
０▲１差引
１７１７１８職員数
３６減員

計
２５増員
▲１▲１差引
１２１１２２１２３職員数

７　公営企業職員の状況
水道事業
①職員給与費の状況
ア　決算

（参考）平成１６年度の総費用に
占める職員給与費比率

総費用に占める職員給与費
比率　Ｂ／Ａ

職員給与費
　　　　Ｂ

純損益又は
実質収支

総費用
　　Ａ区　分

２３.９％３４.８％３５,３１７千円９,１４８千円１０１,３９５千円平成１７年度

イ　予算
一人当たり給与費

　Ｂ／Ａ
給　与　費職員数

　　Ａ区　分 計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　料
６,７５４千円２０,２６２千円５,２７０千円１,８８１千円１３,１１１千円３人平成１８年度

（注）１　職員手当には退職手当を含まない。
　　　２　給与費は当初予算に計上された額である。

②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況
 （平成１８年４月１日現在）

平均月収額基本給平均年齢区　分
３７８,６００円３７１,９６７円４７.８歳井手町
３８７,１２６円３４６,６３８円４５.１歳一般行政職

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。
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（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（平成１８年４月１日現在）
一　般　行　政　職井　　手　　町

１人当たり平均支給額 　２２,５４１千円
（支給率）　　　　　　一般行政職と同様
 自己都合　　勧奨・定年
１人当たり平均支給額 　－千円　２５,６５０千円

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した
全職種に係る職員に支給された平均額である。

（注）　平成１８年４月１日より調整手当は廃止された。

エ　特殊勤務手当（平成１８年４月１日現在）

　→　一般行政職と同様４（４）を参照

オ　時間外勤務手当
５６３千円支給実績（平成１７年度決算）
１４１千円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）
３７７千円支給実績（平成１６年度決算）
９４千円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１６年度決算）

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

ウ　地域手当［調整手当］（平成１８年４月１日現在）
１,０１０　千円支給実績（平成１７年度決算）
２５２,５２５　円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１７年度決算）

一般行政職の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域
０　％－　人０　％井手町

カ　その他の手当（平成１８年４月１日現在）
支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成１７年度決算）

支給実績
（平成１７年度決算）

一般行政職
の制度と
異なる内容

一般行政職
の制度との
異同

内容及び支給単価手当名

１８０,６６７　円５４２　千円同じ

扶養親族である配偶者 　１３,０００円
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目の子等 　６,５００円
配偶者以外の扶養親族２人目までは、１人につき 　６,０００円
配偶者がいない場合、そのうち１人については 　１１,０００円
３人目以降、１人につき 　５,０００円
１６歳から２２歳までの子 　５,０００円加算

扶養手当

－　円－　千円同じ

職員が世帯主でその所有に係る住宅で新築または購入した住宅は、その日か
ら起算して５年間 　２,５００円
家賃支払いの職員　毅月額２３,０００円以下の家賃　家賃額－１２,０００円＝支給額
　　　　　　　　　毅月額２３,０００円を超える家賃
　　　　　　　　　　（家賃額－２３,０００円）×１/２＝①　
　　　　　　　　　　１６,０００円＝②（①、②のうち額が少ない方）＋１１,０００円
　　　　　　　　　　＝支給額（最高２７,０００円）

住居手当

３４,８６０　円７０　千円同じ

交通機関を利用する職員
運賃相当額が５５,０００円までの者 　全額支給
片道２㎞未満 　支給なし
自動車等の利用者　通勤距離片道　２㎞以上５㎞未満 　２,０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　５㎞以上１０㎞未満 　４,１００円
　　　　　　　　　　　　　　　　１０㎞以上１５㎞未満 　６,５００円
　　　　　　　　　　　　　　　　１５㎞以上２０㎞未満 　８,９００円
　　　　　　　　　　　　　　　　２０㎞以上２５㎞未満 　１１,３００円
　　　　　　　　　　　　　　　　２５㎞以上３０㎞未満 　１３,７００円
　　　　　　　　　　　　　　　　３０㎞以上３５㎞未満　 １６,１００円
　　　　　　　　　　　　　　　　３５㎞以上４０㎞未満 　１８,５００円
　　　　　　　　　　　　　　　　４０㎞以上４５㎞未満 　２０,９００円
　　　　　　　　　　　　　　　　４５㎞以上５０㎞未満 　２１,８００円
　　　　　　　　　　　　　　　　５０㎞以上５５㎞未満 　２２,７００円
　　　　　　　　　　　　　　　　５５㎞以上６０㎞未満 　２３,６００円
　　　　　　　　　　　　　　　　６０㎞以上 　２４,５００円

通勤手当

３００,０００　円３００　千円同じ

月額５,０００円。ただし、町長が必要と認める時は、本俸の１００分の２０以内を支給
することができる。
部長、室長、局長、次長等 　３５,０００円
課長、館長、園長、所長 　２５,０００円

管理職
手当

④定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
ア　定員適正化目標（数・率）

数値目標計画期間
終　期始　期

▲１人（縮減率１６.７％）平成２２年４月１日平成１７年４月１日

イ　平成２２年４月１日現在における定員の数値目標

職員数　５人

ウ　定員適正化計画の年次別進捗状況の概要

　→　６（３）③の参考を参照

③職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

一　般　行　政　職井　　手　　町
１人当たり平均支給額（平成１７年度） １,８４５千円１人当たり平均支給額（平成１７年度） ２,６２５千円
（平成１７年度支給割合）
　　　　　　　　期末手当　　　　勤勉手当
　　　　　　　　　３.０　月分　　１.４５　月分

（平成１７年度支給割合）
　　　　　　　　期末手当　　　　勤勉手当
　　　　　　　　　３.０　月分　　１.４５　月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　毅役職加算　　　　５～１５％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　毅役職加算　　　　５～１５％
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／
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／
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／
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～
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振
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２
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系
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場
所
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保
健
所
綴
喜
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対
象
者
／
神
経
系
難
病
及
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そ
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疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

内
容
／
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門
医
に
よ
る
個
別
相
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指
導
・
助
言

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
南
京
都
病
院
神
経
内
科

診
療
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杉
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博
先
生

定
員
／
６
人

申
込
先
／
府
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城
北
保
健
所
綴
喜

分
室
　
健
康
担
当
（
℡
　
‐
５
７

６３

４
５
）
ま
で

ソ
ン
病
、多
発
性
硬
化
症
、脊
髄
小

脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力
症
な
ど

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
大
麻
・
 

シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
を
 

な
く
し
ま
し
ょ
う

　
麻
薬
の
害
は
本
人
だ
け
に
は
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。
幻
覚
や
妄
想
な

ど
に
よ
る
思
い
こ
み
の
た
め
に
、

家
族
、
友
人
、
果
て
は
無
関
係
な

人
に
ま
で
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
、

薬
物
を
手
に
入
れ
る
資
金
を
得
る

た
め
に
二
次
的
な
犯
罪
を
犯
し
た

り
と
、
社
会
全
体
に
対
し
て
も
害

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
ほ
ん
の
一
度
だ
け
の
つ
も
り
が

い
つ
の
間
に
か
中
毒
に
な
り
、
一

度
し
か
な
い
人
生
が
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
も
の
と
な
る
の
で
す
。

　
Ｎ
ｏ
！
　
と
言
え
る
勇
気
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。

井手町まちづくり塾「 諸  兄 まつり」開催のお知らせ
もろ え

　１１月１９日（日）午前１０時より、まちづくりセンター椿坂と上井
手区公民館前において、「諸兄まつり」を開催します。
　「諸兄まつり」は、平成１０年から毎年開催していた「井手左大臣
橘諸兄公時代絵巻行列」にかわる新たなイベントです。
　当日は各会場で次の催しを予定しています。ご家族やお友達と
お誘い合わせのうえ、是非ご来場ください。

　開会セレモニー・マジックショー・「奏」演奏会・いづみ太鼓左
馬の演奏・講演「橘諸兄の人物像にせまる」・お楽しみ抽選会

　キャラクターショー・人力車・ミニ機関車
〈　　　　うどん・鮮魚・やきいも・野菜市・わたがし他

＊会場周辺には駐車場がございませんので、お車でのご来場はお
控え下さい（会場行きの巡回バスを運行しています）。
＊お問い合わせは、井手町まちづくり協議会事務局
　（役場企画財政課内　℡８２‐２００１）まで

●OPEN　午前9時～午後5時
●休館日　毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください

椿坂

出店

上井手区公民館前

渇国民健康保険税の滞納にご注意ください
　国民健康保険は、みなさんに納めていただく保険税等によっ
て制度が成り立っておりますので、長期にわたり保険税を滞納
される方がおられますと国保運営に支障をきたすことになりか
ねません。このため、特別な事情がないのに保険税を滞納され
た場合、お手持ちの保険証に代わって「資格証明書」を交付さ
せていただく場合があります。
　資格証明書とは、正式には『国民健康保険被保険者資格証明
書』といい、保険税を滞納されている方に対して保険証を返還
していただく代わりに、国保の加入者であることを証明する書
類として交付するものです。
　この証明書では、保険証のように保険給付が受けられません
ので、医療機関等でかかった医療費はいったん全額自己負担と
なり、のちに国保の窓口に一部負担金を除いた額を支給申請し
ていただくことになります。保険証は、滞納している保険税を
完納した場合などに再交付されます。
※納付が困難な場合は滞納のままにしないで、早めに衛生課に
ご相談ください。
渇人間ドックで健康チェック
　井手町では、国保の被保険者の疾病予防、病気の早期発見・
早期治療に役立ててもらうために、満４０歳以上の被保険者の方
を対象に『半日人間ドックの受診助成制度』を実施しています。
受診できる医療機関は、公立山城病院（相楽郡木津町）と田辺
中央病院（京田辺市）です。
▼定員　３０人
※定員になり次第締切りとさせていただきますので、受診を希
望される方はお早めにお申し込みください。（受診後に看護師が
訪問させていただくことがあります）
▼申込方法
　保険証、印かんをご持参の上、役場衛生課へお越しください。
▼医療機関および負担額（消費税込み）

（町が７割相当額を負担、残りが本人負担）
▼対象者
①国保の被保険者で満４０歳以上の方
②保険税を納期限までに完納している方
③当該年度において、人間ドックの助成を受けていない方
④井手町の国保に加入して１年以上経過している方
＊お問い合わせは、衛生課（℡８２‐２００１）まで。

本人負担費　用
１２,６００円男　４２,０００円

公立山城病院
１３,３００円女　４４,１００円
１１,８７０円男・女　３９,２７０円田辺中央病院
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も
う
一
ヶ
月
が
お
わ
り
ま
し
た
。
最
近
、
私
の
予

定
は
す
ご
く
い
っ
ぱ
い
な
の
で
本
当
に
時
間
が
は
や

く
す
ぎ
て
い
き
ま
す
。
今
月
、
い
っ
ぱ
い
お
も
し
ろ

い
こ
と
を
し
ま
し
た
。
一
番
は
西
陣
織
会
館
 に
い

っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
、
大
学
で
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の

デ
サ
イ
ン
や
日
本
の
絞
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
芸
術
を

勉
強
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
日
本
で
も
デ
サ
イ
ン
を
勉

強
し
た
い
で
す
。
西
陣
織
会
館
の
人
は
親
切
な
人
が

多
く
、
い
っ
ぱ
い
日
本
の
デ
サ
イ
ン
を
お
し
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
模
様
と
ス
タ
イ
ル
を
作

り
ま
し
た
。 
山
口
先
生
に
ス
テ
ン
シ
ル
の
つ
く
り

方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
私
は
蘭
の
花
と
鶴
の
模
様

で
黒
と
金
の
帯
の
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
も
う

一
つ
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
一
つ
の
デ
ザ
イ
ン
の
柄
と
背
景
の
色
を
反
対
に

す
る
と
二
つ
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。
そ
の
帯
の

デ
ザ
イ
ン
は
梅
の
木
と
池
で
す
。
私
は
高
野
さ
ん
と

い
う
女
性
の
京
都
市
に
あ
る
工
房
で
も
バ
テ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
を
し
ま
し
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
ろ
う
け
つ

染
め
で
す
。
初
め
て
の
ろ
う
け
つ
染
め
は
竹
の
デ
ザ

イ
ン
。
二
回
目
は
般
若
の
面
の
柄
の
ハ
ン
カ
チ
を
作

り
ま
し
た
。
三
回
目
は
翁
の
面
と
桜
の
柄
の
シ
ャ
ツ

を
作
り
ま
し
た
。
西
陣
織
会
館
と
工
房
の
体
験
は
と

て
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　
今
月
は
夢
の
よ
う
で
す
。
そ
の
人
た
ち
は
と
て
も

優
し
く
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 
私
は
テ
キ
ス

タ
イ
ル
が
大
好
き
で
す
、
そ
し
て
芸
術
も
大
好
き
で

す
。
去
年
は
日
本
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
日

本
で
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
日

本
で
西
陣
織
会
館
の
人
た
ち
と
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
デ

ザ
イ
ン
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
た
の
は
私
が
日
本
語
を
話

し
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
日
本
で
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
た

い
と
思
い
、
そ
れ
を
で
き
る
場
所
を
自
分
で
探
し

て
、
自
分
で
行
っ
た
、
そ
の
情
熱
に
誇
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
今
月
は
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
西
陣
織

会
館
は
と
て
も
有
名
で
す
。
そ
こ
で
た
く
さ
ん
観
光

客
に
会
い
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
は
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
る
私
を
写
真
に
と
っ
て
い
ま

し
た
。
観
光
客
の
中
に
は
外
国
の
人
も
た
く
さ
ん
い

て
、
私
は
外
国
の
人
と
日
本
人
の
会
話
を
通
訳
し
て

い
ま
し
た
。
一
対
一
で
教
え
て
も
ら
う
と
日
本
語
の

練
習
は
一
番
い
い
で
す
。
先
生
た
ち
は
す
ご
い
芸
術

家
で
す
か
ら
、
教
え
て
も
ら
う
こ
と
は
学
生
の
夢
で

す
。
先
生
と
一
緒
に
作
る
こ
と
は
私
の
大
好
き
な
芸

術
を
思
い
だ
さ
せ
る
こ
と
で
と
て
も
懐
か
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
今
か
ら
新
し
い
目
標
に
む
か
っ
て
、
も

っ
と
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
を
勉
強
し
て
私
の
芸
術
に
取

り
入
れ
、
新
し
い
芸
術
作
品
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
間
に
こ
の
よ
う
な
体
験
を

た
く
さ
ん
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

先月に続き、エミ
リーが日本語で書
きました。原文の
まま掲載します。

　いづみ人権交流センターでは、すべての人が光り輝く社会をめざして、
身近に人権について考え共に学習を深めあう場として、人権講座「きらめ
き」を開催します。
　参加を広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にお申込みください。

＊場所はいずれも、いづみ人権交流センター研修棟
＊お申し込み、お問い合わせは、いづみ人権交流センター（℡８２‐３３８０）まで

人権講座「きらめき」
日　時　１１月２２日（水）
　　　午後７時～９時
テーマ

「結婚差別は今…
相談事業kakekomi寺から」
講　師

「kakekomi寺…結婚差別」代表

 大賀 喜子さん

日　時　１１月２９日（水）
　　　午後７時～８時半
テーマ

「DV」
～女性への影響、子どもへの影響～
講　師

女性ライフサイクル研究所　所長

 村本 邦子さん

日　時　１２月１３日（水）
　　　午後７時～８時半
テーマ

「多文化共生社会の実現を目指して」
　　　～差別事象から学ぶ～
講　師

多文化共生NPO世界人　理事長

 具志アンデルソン飛雄馬さん
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月

は

、

国

民

健

康

保

険

税

・

介

護

保

険

料

の

第

６

期

納

期

限

で

す

１１

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
　
月
８
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１２

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

毅
申
し
込
み
は
不
要
で
す

毅
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

毅
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　
‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
収
穫
祭
「
お
餅
つ
き
」》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
半
～

１１

２２

１１

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
転
倒
予
防
教
室
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

２９

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

３０

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）、　
日
（
火
）

１１

１４

２８

　
　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）、　
日
（
土
）

１１

１８

２５

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
そ
ば
打
ち
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
３
時
～
５
時
、

１１

１６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

２４

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１１

２４

１０

持
ち
物
／
大
正
琴

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）、　
日
（
火
）

１１

１６

２８

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

《
手
芸
教
室
（
メ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１１

３０

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

２９

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
井
手
町
人
権
の
つ
ど
い
】

日
時
／
　
月
５
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

講
師
／
第
三
錦
林
小
学
校
教
頭
　
津
知
隆
一
さ
ん

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

＊
お
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
は
府
社
会
福

祉
協
議
会
　
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
７
５
‐
２
５
２
‐
６
０
１
０
）
ま
で

平
成
　
年
度「
障
害
者
週
間
」啓
発
事
業
 

１８

　
月
３
日
～
９
日

１２
日
時
／
　
月
６
日
（
水
）

１２

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
午
後
４
時

１５

場
所
／
宇
治
田
原
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

内
容
／
毅
記
念
式
典

　
　
　
毅
記
念
上
映
会
「
機
関
車
先
生
」

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
被
害
に
あ

い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
検
察
審
査
会
事
務
局

（
℡
０
７
５
‐
２
１
１
‐
４
１
１
１
内
線
２
６
１
０
）

ま
で

ス
ポ
ー
ツ

【
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１１

１２

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

講
座
・
教
室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

宇
治
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
分
所
得
に
つ
い
て
の
各
種
説
明
会
が

１８

次
の
日
程
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

毅
年
末
調
整
説
明
会

日
時
／
　
月
４
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１２

毅
白
色
申
告
決
算
説
明
会

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１２

１２

１０

１１

４０

毅
青
色
申
告
決
算
説
明
会

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

１２

場
所
／
い
ず
れ
も
京
田
辺
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ

ー
ル
（
京
田
辺
市
田
辺
　
）
８０

毅
農
業
所
得
説
明
会

日
時
／
　
月
７
日
（
木
）
午
後
１
時
～
３
時

１２

場
所
／
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
本
店
会
議

室
（
京
田
辺
市
田
辺
鳥
本
１
‐
２
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
税
務
署
（
℡
　
‐
４

４４

１
４
１
）
ま
で

平
成
　
年
度
巡
回
就
労
相
談
に
つ
い
て

１８

　
厳
し
い
雇
用
環
境
に
あ
る
母
子
家
庭
等
の
就

業
・
自
立
促
進
を
図
る
た
め
、
相
談
を
受
け
ま
す

（
先
着
　
人
）。

１０

日
時
／
　
月
　
日（
月
）午
前
　
時
～
午
後
４
時
半

１１

２０

１０
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月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１１

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
月
）

１１

２０

２７

　
　
／
　
月
４
日
（
月
）

１２

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１１

１３

場
所
／
賀
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１１

２７

場
所
／
玉
泉
苑

【
行
政
書
士
会
生
活
相
談
】

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
正
午

１１

２２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
離
乳
教
室
】

日
時
／
　
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

対
象
／
３
～
　
ヶ
月
児
の
保
護
者

１０

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
乳
児
健
診
》

日
時
／
　
月
４
日
（
月
）

１２

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
３
か
ら
Ｈ
　
・
９
・
４
生
ま
れ

１８

１８

受
付
：
午
後
１
時
～
１
時
半

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
　
月
１
日
（
金
）

１２

対
象
／
Ｈ
　
・
４
・
２
か
ら
Ｈ
　
・
７
・
１
生
ま
れ

１５

１５

受
付
：
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

１１

１４

４５

毅
生
後
３
ヶ
月
～
　
ヶ
月
ま
で
で
す
が
、
で
き
る

９０

だ
け
３
ヶ
月
～
　
ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く

１８

だ
さ
い
。
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
を
６
週
間
あ

け
て
く
だ
さ
い

《
三
種
混
合
》

日
時
／
　
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

１２

４５

毅
第
一
期
初
回
は
生
後
３
ヶ
月
～
６
歳
ま
で
に
３

～
８
週
間
の
間
隔
で
３
回
接
種
。
で
き
る
だ
け
４

歳
ま
で
に
完
了

毅
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
１
年

～
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１１

１５

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）、　
日
（
火
）

１１

１４

２８

　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

く
ら
し
の
資
金
貸
し
付
け
申
し
込
み
受
付

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
木
）

１２

１３

１４

　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
付
／
役
場
福
祉
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

日
時
／
　
月
４
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１２

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回
　
第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
（
第
５
月
曜
日
と

祝
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）、　
日
（
火
）

１１

１４

２８

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

２８

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

　建築基準法に基づく現行の耐震基準に適合するよう一定の
改修工事を行った場合、その住宅にかかる固定資産税額が２
分の１に減額されます（都市計画税は対象になりません）。

適用要件…次の全てを満たす住宅

①　昭和５７年１月１日以前に建てられた（併用住宅の場
合、居住部分の割合が全体の２分の１以上のものに限
る）住宅
②　平成１８年１月１日から平成２７年１２月３１日までの間に
建築基準法に基づく現行の耐震基準（昭和５６年６月１
日施行）に適合するよう一定の改修工事を施した住宅
③　耐震改修にかかる工事費が１戸あたり３０万円以上

減額期間…改修工事が完了した年の翌年度分から工事完了時
期に応じた期間です。

適用範囲…対象床面積は１戸あたり１２０㎡までです。

申請方法
　減額を受けようとする人は、耐震改修後３ヶ月以内に現行
の耐震基準に適合した耐震改修であることの証明書（建築士
等が発行）および改修に要した費用を証する書類を添えて、
税務課へ申請して下さい。申請書は、同課にあります。
＊お問い合わせは、税務課（℡８２‐２００１）まで

住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震改改改改改改改改改改修修修修修修修修修修にににににににににに伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴住宅耐震改修に伴ううううううううううう
固固固固固固固固固固定定定定定定定定定定資資資資資資資資資資産産産産産産産産産産税税税税税税税税税税のののののののののの減減減減減減減減減減額額額額額額額額額額制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいい固定資産税の減額制度についててててててててててて

減額期間工事完了時期

翌年度から３年度分減額平成１８年１月１日から
平成２１年１２月３１日までの改修

翌年度から２年度分減額平成２２年１月１日から
平成２４年１２月３１日までの改修

翌年度から１年度分減額平成２５年１月１日から
平成２７年１２月３１日までの改修

減額率床面積

固定資産税額の２分の１１戸あたりの床面積が１２０㎡
以下のもの

１２０㎡ 分の固定資産税額
の２分の１

１戸あたりの床面積が１２０㎡
を超えるもの
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
　
月
１１

◆
一
般
書

「
と
な
り
の
姉
妹
」 

長
野
ま
ゆ
み

「
火
の
児
の
剣
」 

中
路
啓
太

「
百
万
遍
 古
都
恋
情
」
上
・
下

　
 

花
村
萬
月

「
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
」 
さ
く
ら
も
も
こ

「
後
ろ
傷
」 

東
　
直
己

「
き
み
を
想
う
瞬
間
」

 

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ミ
チ
ャ
ー
ド

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
　
月
・
　
月
の
休
館
日

１１

１２

　
月
　
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１１

１３

２０

２４

２７

３０

　
月
４
・
　
・
　
・
　
・
　
～
　
日

１２

１１

１８

２５

２７

３１

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

毅
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

毅
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

毅
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

◆
児
童
書

「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
じ
ん
ち
ゃ
ん
」

 

加
古
里
子

「
サ
ン
タ
の
最
後
の
お
く
り
も
の
」

 
マ
リ
ー
＝
オ
ー
ド
ミ
ュ
ラ
イ
ユ
他
作

「
ぼ
く
、
ふ
ゆ
の
き
ら
き
ら
を
み
つ
け

た
よ
」 

ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
キ
ャ
バ
ン

「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
ふ
く
ろ
の
な
か
」

 

安
野
光
雅

☆
　
月
・
　
月
の
図
書
館
行
事

１１

１２

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　
月
９
日
（
土
）

１２午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

１１

１８

　
月
　
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

１２

１６

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

　
月
２
日
（
土
）
～
　
月
８
日
（
金
）

１２

１２

美しい国へ
安倍晋三
「日本」という国のかたちが変
わろうとしている。保守の姿、
対米外交、アジア諸国との関
係、社会保障の将来、教育の
再生、真のナショナリズムの
あり方…。その指針を明示す
る必読の一冊。

図書館内乱
有川 浩
武蔵野第一図書館の図書隊
員・小牧が、耳の悪い少女に
難聴者がヒロインの恋愛小説
「レインツリーの国」を勧めた
との噂により、メディア良化
委員会が検閲に抗う図書館を
攻撃しはじめ…。「図書館戦
争」に続くシリーズ第２弾。

ハロウィーンってなぁに？
クリステル・デモワノー
ちびっこ魔女のビビがおばあ
ちゃんに聞く、はじめてのハ
ロウィーン。その由来から、
ジャックのランタン伝説、か
ぼちゃのランタンやかぼちゃ
のタルトの作り方、おばけの
仮装までバッチリわかる絵本。

やきいもの日
村上康成
なかよしの友だちと、大げん
か。公園の落ち葉に寝ころん
で、いろんなことを考えて、
家に帰ってみたら、おじいち
ゃんがたき火をしています。
「じいちゃんのやきいもはう
まいぞー！」 けんか相手の女
の子もそこにいて…？

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
、
過
去
に
国
民
年
金
保
険
料
を
全
額
免
除
し
て

も
ら
っ
た
期
間
が
あ
り
ま
す
が
、
今
か
ら
納
め
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
、
国
民
年
金
に
は
過
去
　
年
以
内
に
免
除
（
若

１０

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
含
む
）
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追

納
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
よ
う
に
過
去
に
国
民
年
金
保
険
料
を

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
が
あ
る
と
そ
の
期
間
は
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
３
分
の
１
で
計
算
さ
れ
る

た
め
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
減
額

さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
減
額
さ
れ
る
部
分
を
回
復
す
る
た

め
、
後
か
ら
で
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
「
追
納
」
と
い
う
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
　
年
以
内
で
あ

１０

れ
ば
追
納
で
き
ま
す
が
、
経
過
年
数
に
応
じ
て
加

算
が
つ
き
ま
す
の
で
早
め
に
京
都
南
社
会
保
険
事

務
所
（
℡
０
７
５
‐
６
４
３
‐
３
５
４
１
）
へ
ご

相
談
下
さ
い
。

追納保険料額免除の承認を
された月の年度

１６,４８０円平成８年度
１６,２６０円平成９年度
１６,０１０円平成１０年度
１５,４００円平成１１年度
１４,８００円平成１２年度
１４,２３０円平成１３年度
１３,６９０円平成１４年度

（半額保険料） ６,８４０円
１３,４９０円平成１５年度

（半額保険料） ６,７４０円
１３,３００円平成１６年度

（半額保険料） ６,６５０円
１３,５８０円平成１７年度

（半額保険料） ６,７９０円

平成１８年度の追納保険料月額



2006-11広報いで１１１５

ごみ収集日程表（11月11日～12月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４‐８２‐２００１）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、
内垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地⑧１１月１５日

１２月７日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨１１月１６日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１１月１７日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、
安堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪１１月２０日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内、田村新田⑫１１月２１日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬１１月２２日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭１１月２４日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休⑮１１月２７日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL０７７４‐８２‐２００１）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・

エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

１１月１５日

１１月２９日

１１月２２日

１２月６日
１１月２３日１１月１６日１１月３０日１２月７日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

１１月２２日

１２月６日

１１月１５日

１１月２９日
１１月２４日１１月１６日１２月５日１２月８日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

１１月２２日

１２月６日

１１月１６日

１１月３０日
１１月２３日１２月７日１１月２９日１１月１５日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区

家庭・オフィスでできる　省エネ
テレビ
葛消す時は主電源をOFFに
リモコン待ち状態でもエネルギーを消費し
ています。主電源で消しましょう。旅行な
ど、長期不在の時はプラグを抜くようにし
ましょう。
葛ゲームが終わったらテレビもOFF

テレビゲーム機の電源を消すと、テレビ画
面には何も映っていないので忘れがちです
が、テレビの電源は入ったまま。必ずテレ
ビの電源も切るよう気をつけましょう。
葛明るさ調節する前に、画面の掃除を
テレビ画面は静電気でホコリを寄せつけや
すいので、汚れやすいもの。一週間に一度
くらいは掃除をしましょう。



出張徴収【多賀】

出張徴収【北・南】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（11月11日～12月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉

親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）土１１/１１
町民ソフトボール大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校）日１２
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時・午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）月１３
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ポリオ（午後２時～２時４５分、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火１４

育児相談・遊びの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）水１５
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
そば打ち教室（午後３時～５時・午後７時～９時、いづみ人権交流センター）木１６

金１７
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ【科学教室】（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土１８

山背古道とことんウォーキング（午前９時半～、山背古道全線）
諸兄まつり（午前１０時～、まちづくりセンター椿坂・上井手区公民館）日１９
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月２０
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時・午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）火２１
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
生き生きふれあいサロン【収穫祭「お餅つき」】（午前１１時半～、玉泉苑）
人権講座（午後７時～９時、いづみ人権交流センター）

水２２

山吹ＭＴＢチャレンジフェスタ（午前１０時～、町内）木２３
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金２４
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ【科学教室】（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）

土２５

日２６
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）月２７
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時・午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火２８

いづみふれあい学級（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
転倒予防教室・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
人権講座（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

水２９

転倒予防教室・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
手芸教室【メッシュクラフト】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木３０
無火災デー防火パレード
３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）金１２/1
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、井手小学校）
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ【科学教室】（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）土２

日３
子育て講座（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
乳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
行政書士会生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月４

井手町人権のつどい（午後１時半～３時半、自然休養村管理センターホール）
井手玉川大学【第５回】（午後１時半～３時半、自然休養村管理センターホール）
三種混合（午後２時～２時４５分、保健センター）

火５

水６
手芸教室【メッシュクラフト】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木７
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
離乳教室（午後１時半～３時半、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金８

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ【科学教室】（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土９

日１０

（９月２０日から１０月１９日までの届出分・敬称略）

（９月２０日から１０月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

届出人赤ちゃん住所

智 之 真 
しん

村 田多賀

純 孔  明 
こう めい

小岩井井手

一 馬 心  美 
ここ み

八 木多賀

愛 乃  愛 
の あ

上 田井手

妻夫住所

山 田 由 香菱 本 嘉 昭多賀

小 林 加 枝窪 田 和 正多賀

後 藤 遼 奈当 房 修 宏井手

　来年成人式を迎えられる方の抱負を募集します。
　以下の項目を記入し、ご自身の写真を添え、メール
または郵送でお送りください（役場持込可）。ご応募お
待ちしています。
お名前、住所、電話番号
１．今年１年の抱負は
２．あなたの夢は
３．あなたが今１番関心のあることは
４．もしもあなたが町長になった場合、何をしますか
５．井手町は、どのような町になれば良いか
◎郵送の場合
　〒６１０‐０３０２井手町井手南玉水６７
　　　　　　　総務部企画財政課『新成人抱負』係
◎Ｅメールの場合
※件名に必ず『新成人抱負掲載希望』とお書きください
　info@town.ide.kyoto.jp
◎募集期限　１２月１日（金）
毅応募いただいても紙面の都合により掲載できない場
合もあります。

新成人の皆さんへ


